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市
政
を
問
う

ズバリ

！

９月定例会

代表質問・一般質問

本文は要旨の掲載であり、質問者自身が責任を持って作成したものです。
詳しい内容については、会議録（11月下旬発行予定）を図書館及び市の
ホームページ（http://www.city.otsuki.yamanashi.jp/）で閲覧することが
できます。

代表質問・一般質問とは、市の行政事務の状況や将来に対する方針など
をただしたり、報告を求めたりするもので、各定例会で行われます。

今定例会では、６名の議員が質問を行いました。

● 代表質問
（１）西室　衛議員　（清風会＆公明）　　　　 　　　　　　　

①「大月市防災計画」の見直しは

（２）卯月政人議員　（NEW・OTSUKI）　　　　　　　　　 
①人口減少への対策は
②隊員の活動フィールドと企業誘致への取り組みは

（３）小林信保議員　（スマイル）　　　　　　　　　
①行政評価の手法や書式は適切か
②新公共交通システムの検討の進捗と今後の予定は

（４）藤本　実議員　（日本共産党）
①大月で働く場所をどのように確保するか
②地域おこし協力隊をどのように受け入れるか

（５）山田政文議員　（スマイル）
①特別養護老人ホームの設置状況と待機者数及び今後の設置見込みは
②透析ベッドへの小型テレビ設置及び患者の無料送迎は

● 一般質問

８ページ

９ページ

10 ページ

11 ページ

12 ページ

（６）鈴木章司議員　　　　　　　　　　　　  
①人口減少対策は
②市民総参加で対策を

13 ページ
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Ｑ
「
大
月
市
防
災
計
画
」の
見
直

Ａ
  し
は
高
齢
者
見
守
り
ネ

Ａ
雪
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
そ

Ａ
  の
必
要
性
か
ら
よ
り
具
体
的

Ａ
  に
加
え
る

問
「
大
月
市
防
災
計
画
」の
見

直
し
の
進
捗
状
況
及
び
、

情
報
機
器
の
活
用
方
法
は
。

問
障
害
や
難
病
を
抱
え
た
人

に
対
し「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」

の
導
入
が
必
要
で
は
な
い

か
。

問
山
梨
県
地
震
防
災
訓
練
の

内
容
は
。

問
災
害
避
難
時
に
お
け
る
避

難
経
路
の
確
保
は
。

答
市
長

今
回
の
大
月
市
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
で
は
、
雪
害
対
策

西室　衛

代
表
質
問

清風会＆公明

へ
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て

も
、
そ
の
必
要
性
か
ら
、
計
画

に
よ
り
具
体
的
に
加
え
る
。

主
な
内
容
で
あ
り
ま
す
が
、

地
域
の
実
情
に
即
し
た
計
画
、

地
域
の
災
害
に
関
す
る
措
置
等

に
つ
い
て
修
正
を
行
い
、
計
画

に
定
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

策
定
の
進
捗
状
況
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
年
度
中
の
策
定
を

目
指
し
ま
す
。

情
報
機
器
の
活
用
方
法
に
つ

き
ま
し
て
は
、
防
災
行
政
無
線
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や
防

災
安
全
安
心
メ
ー
ル
の
配
信
も

行
っ
て
お
り
、
今
後
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
等
へ
の
掲
載
も
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
８
月
31
日
に
実
施
し

た
防
災
訓
練
の
成
果
に
つ
い
て

は
、
現
在
97
の
防
災
会
等
か
ら

実
施
報
告
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
　

防
災
の
基
本
で
あ
り
ま
す
、

み
ず
か
ら
の
安
全
は
み
ず
か
ら

守
る
自
助
、
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
協
力
し
て
守
る

共
助
が
大
変
重
要
で
あ
り
、
自

主
防
災
会
の
育
成
が
本
市
に
お

け
る
最
大
の
防
災
対
策
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
　

次
に
、
11
月
２
日
開
催
予
定

問
  「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
構
築
」
の
状
況
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

の
防
災
訓
練
の
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
、
大
月
短
期
大
学
を
メ

イ
ン
会
場
と
し
て
、
災
害
対
策

本
部
設
置
訓
練
、
避
難
所
開
設

訓
練
等
を
予
定
し
て
お
り
、
下

和
田
の
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
に

お
き
ま
し
て
は
、
山
梨
県
、
埼

玉
県
及
び
群
馬
県
の
航
空
隊
や

自
衛
隊
に
よ
る
訓
練
も
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
　

次
に
、
災
害
避
難
時
に
お
け

る
避
難
経
路
の
確
保
に
つ
き
ま

し
て
は
、
避
難
勧
告
及
び
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
場
合
、
避

難
場
所
へ
の
移
動
の
判
断
に
つ

き
ま
し
て
は
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
お
け
る
市
の
責
務
と
し

て
、
住
民
一
人
一
人
が
避
難
行

動
を
と
る
判
断
が
で
き
る
知
識

と
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
居
住
地
等
に
ど
の

よ
う
な
災
害
の
リ
ス
ク
が
あ
る

の
か
周
知
徹
底
を
図
る
取
り
組

み
が
重
要
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、

聴
覚
障
害
や
知
的
障
害
、
精
神

障
害
な
ど
見
た
目
に
は
わ
か
り

に
く
い
障
害
が
あ
る
方
な
ど
が

困
っ
た
と
き
に
、
周
囲
に
障
害

へ
の
理
解
や
必
要
な
支
援
を
求

め
る
た
め
の
も
の
で
、
緊
急
時

や
災
害
時
な
ど
、
有
効
な
ツ
ー

ル
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

今
後
の
取
り
組
み
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

大
月
短
期
大
学

問
  「
魅
力
あ
る
市
立
短
期

大
学
」
の
更
な
る
構
築

に
つ
い
て
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Ｑ
隊
員
の
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド
と

Ｑ
  企
業
誘
致
へ
の
取
り
組
み
は

Ａ
地
域
と
協
議
し
活
性
化
が
図

Ａ
  れ
る
よ
う
考
え
る

Ｑ
人
口
減
少
へ
の
対
策
は

Ａ
移
住
、
定
住
者
へ
の
支
援
対

Ａ
策
に
取
り
組
ん
で
い
く

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度

等
、
移
住
者
迎
え
入
れ
体

制
と
定
住
者
支
援
策
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

答
市
長

問
松
姫
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
と

も
な
う
地
域
活
性
化
策
及

び
、
隊
員
の
活
動
フ
ィ
ー

ル
ド
と
企
業
誘
致
へ
の
取

り
組
み
は
。

答
総
務
部
長

旧
上
和
田
小
学
校
校
舎
の
跡

地
有
効
利
用
に
つ
い
て
の
ご
提

案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

松
姫
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
よ

り
、
交
流
人
口
の
増
加
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

閉
校
跡
地
の
利
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
地
域
の
方
々
と
の
調

整
を
す
る
中
で
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
活
動
す
る
場
を
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
お

移
住
促
進
の
一
環
と
し
た
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
募
集
は
、

来
年
１
月
か
ら
活
動
を
開
始
す

る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
は
、
登

卯月　政人

代
表
質
問

NEW・OTSUKI

録
物
件
数
が
少
な
い
現
状
の
た

め
、
情
報
の
収
集
に
取
り
組
み
、

定
住
へ
の
住
宅
政
策
と
し
て
環

境
整
備
を
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

子
育
て
等
の
支
援
施
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
後
も
、
病
児

・
病
後
児
保
育
事
業
な
ど
の
支

援
施
策
や
首
都
圏
へ
の
通
勤
の

利
便
性
の
向
上
に
努
め
る
な
ど
、

人
口
減
少
対
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
企
業
誘
致

に
よ
る
移
住
者
促
進
に
よ
り
ま

し
て
、
上
和
田
地
域
の
み
な
ら

ず
、
市
全
体
の
活
性
化
が
図
れ

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

再
質
問

問
　
防
災
対
策
に
つ
い
て

問
　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

開
通
直
前
の
松
姫
ト
ン
ネ
ル



平
成
24
年
度
か
ら
現
在
の
方

式
に
変
え
、
２
年
間
今
回
の
評

価
シ
ー
ト
で
評
価
を
し
た
。

実
施
要
綱
自
体
、
現
在
訂
正

が
し
て
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ

の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
ま

す
。
　

今
後
は
、
２
年
間
通
じ
て
評

価
を
し
て
き
ま
し
た
の
で
分
析

を
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
シ

ー
ト
を
使
う
か
検
討
を
再
度
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
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小林　信保

代
表
質
問

スマイル

Ｑ
行
政
評
価
の
手
法
や
書
式
は

Ｑ
適
切
か

Ａ
手
法
は
適
切
で
あ
る
。
書
式

Ａ
  に
関
し
て
は
再
度
、
検
討
す

Ａ
  る

新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
は
、
多
額
の
経
費
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

こ
の
費
用
を
、
現
在
市
が
バ

ス
事
業
者
に
対
し
て
負
担
し
て

い
る
経
費
の
範
囲
内
で
構
築
し

よ
う
と
し
て
い
る
た
め
、
バ
ス

事
業
者
に
対
し
、
再
編
後
の
維

持
管
理
経
費
や
路
線
バ
ス
の
運

行
経
路
に
つ
い
て
、
詳
細
案
の

提
示
を
求
め
て
い
る
。
　
　

今
後
は
、
こ
の
詳
細
案
を
も

と
に
費
用
対
効
果
を
検
証
し
た

上
で
、
早
急
に
鉄
道
、
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
事
業
者
な
ど
の
各
交

通
機
関
の
代
表
に
よ
る
検
討
を

行
っ
た
上
で
、
市
民
の
方
を
含

め
た
協
議
会
を
設
置
し
、
平
成

28
年
度
の
小
中
学
校
の
適
正
配

置
完
了
時
に
向
け
た
児
童
生
徒

の
通
学
バ
ス
シ
ス
テ
ム
を
含
め

た
持
続
可
能
な
新
公
共
交
通
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
予
定
で
お

り
ま
す
。

問
現
在
の
行
政
評
価
の
手
法

は
事
業
の
見
直
し
、
事
業

の
選
択
と
廃
止
だ
が
、
改

善
に
繋
が
っ
て
い
る
か
。

答
企
画
財
政
課
長

問
持
続
可
能
な
新
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
の
検
討
の
進
捗

状
況
は
。

ま
た
、
新
公
共
交
通
シ
ス

テ
ム
の
稼
働
開
始
は
28
年

の
４
月
か
ら
を
予
定
し
て

い
る
の
か
。

Ｑ
新
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
検
Ｑ

Ｑ
討
の
進
捗
と
今
後
の
予
定
は

Ａ
バ
ス
を
中
心
と
し
て
検
討
中
、

Ａ
  28
年
に
導
入
す
る
予
定

答
総
務
部
長

答
企
画
財
政
課
長

現
在
の
１
１
６
項
目
の
評
価

の
事
前
評
価
シ
ー
ト
は
、
担
当

課
等
か
ら
目
標
と
取
り
組
み
内

容
を
記
載
の
う
え
提
出
さ
れ
て

お
り
、
事
業
実
施
後
に
、
取
り

組
み
実
績
や
達
成
率
の
評
価
を

行
い
、
改
善
策
も
作
成
を
し
て

い
る
た
め
、
業
務
内
容
の
分
析
、

把
握
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
改

善
や
経
費
圧
縮
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

再
質
問

問
行
政
評
価
実
施
要
綱
に
載

っ
て
い
る
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

に
は
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指

標
、
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
を

成
果
指
標
と
し
て
書
く
欄

が
あ
り
、
そ
こ
を
注
意
し

て
も
ら
う
た
め
に
も
、
こ

の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
使
う

べ
き
と
思
う
が
。
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藤本　実

代
表
質
問

日本共産党

答
産
業
建
設
部
長

Ｑ
大
月
で
働
く
場
所
を
ど
の
よ

Ｑ
う
に
確
保
す
る
か

Ａ
新
た
な
経
済
活
動
に
つ
な
げ

Ａ
  る
べ
く
事
業
を
展
開

問
都
市
住
民
と
の
交
流
を
産

業
と
し
て
戦
略
的
に
捉
え

る
べ
き
だ
。
そ
れ
は
一
般

的
な
観
光
業
と
は
異
な
り
、

学
び
合
い
が
要
因
と
な
り
、

多
く
の
リ
ピ
ー
タ
ー
を
獲

得
し
て
い
け
る
。
リ
ピ
ー

タ
ー
の
獲
得
こ
そ
、
人
口

減
少
で
市
場
規
模
が
縮
小

す
る
日
本
で
は
生
き
残
る

Ｑ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
ど
の

Ｑ
よ
う
に
受
け
入
れ
る
か

Ａ
新
年
度
に
向
け
、
隊
員
の
募

Ａ
  集
を
行
う
予
定
で
以
後
段
階

Ａ
  的
に
ふ
や
す

問
受
け
入
れ
る
地
域
側
が
他

人
任
せ
で
は
、
せ
っ
か
く

の
協
力
隊
員
も
活
動
が
ま

ま
な
ら
な
い
。
ま
ち
づ
く

り
の
主
役
は
市
民
で
あ
り
、

協
力
隊
員
は
地
域
お
こ
し

の
心
強
い
助
っ
人
で
あ
る

と
い
う
関
係
を
見
失
っ
て

は
い
け
な
い
。
一
緒
に
な

っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
決
意
が
必
要
だ
。

答
総
務
部
長

本
市
で
は
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
は
市
街
地
の
活
性
化
や
農

林
業
、
少
子
化
及
び
高
齢
者
支

援
対
策
な
ど
、
市
内
の
多
方
面

で
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
も
の

と
考
え
、
新
年
度
に
向
け
隊
員

民
間
企
業
の
誘
致
、
自
然
環

境
を
活
用
し
た
新
た
な
産
業
な

ど
の
誘
致
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
る
。

一
方
で
、
軽
ト
ラ
市
や
つ
き

の
市
、
農
産
物
の
直
売
を
初
め

の
募
集
を
行
う
予
定
と
し
て
お

り
、
以
後
段
階
的
に
ふ
や
す
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

や
る
気
と
企
画
力
を
持
っ
て

３
年
間
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

隊
員
に
な
ら
れ
る
方
々
に
は
、

居
住
さ
れ
た
地
域
の
皆
様
と
の

交
流
や
新
た
な
事
業
を
起
こ
す

な
ど
、
本
市
に
定
住
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
積
極
的
な
支
援
を

し
て
ま
い
り
た
い
。

と
す
る
地
域
で
生
産
さ
れ
た
も

の
を
販
売
す
る
取
り
組
み
を
支

援
し
、
定
着
さ
せ
て
き
た
。

ま
た
、
笹
子
町
の
森
林
を
活

用
し
た
事
業
や
、
初
狩
町
の
酒

米
づ
く
り
事
業
を
通
じ
て
、
新

た
な
経
済
活
動
に
つ
な
げ
る
べ

く
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
継
続

的
に
進
め
る
こ
と
が
、
議
員
ご

提
案
の
「
小
さ
な
経
済
か
ら
の

発
展
」
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と

考
え
て
い
る
。

道
だ
。

軽
ト
ラ
市
で
の
販
売
風
景
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一
般
質
問

Ｑ
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設

Ｑ
置
状
況
と
待
機
者
数
及
び
今

Ｑ
後
の
設
置
見
込
み
は
Ｑ

Ａ
特
養
施
設
は
４
施
設
１
６
２

Ａ
  床
、
待
機
者
は
約
３
０
０
人

Ａ
  で
新
た
な
設
置
は
検
討
中

全
て
の
透
析
患
者
さ
ん
が
、

安
定
し
た
状
態
で
透
析
治
療
を

受
け
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
の

で
、
中
央
病
院
と
し
て
一
律
に

透
析
ベ
ッ
ド
に
小
型
テ
レ
ビ
を

設
置
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た

い
と
い
う
こ
と
が
院
長
の
方
針

で
あ
り
、
私
の
考
え
で
も
あ
り

ま
す
。

無
料
送
迎
バ
ス
に
つ
い
て
は

今
後
、
新
交
通
シ
ス
テ
ム
を
平

成
28
年
ま
で
に
構
築
し
て
い
く

中
で
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

設
置
状
況
と
待
機
者
数
及

び
今
後
の
設
置
見
込
み
は
。

顔の上にテレビのある透析ベッド
（視察した民間病院で撮影）

問
中
央
病
院
の
外
来
患
者
へ

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、

透
析
ベ
ッ
ド
へ
の
小
型
テ

レ
ビ
設
置
及
び
患
者
の
無

料
送
迎
に
つ
い
て
問
う
。

Ｑ
透
析
ベ
ッ
ド
へ
の
小
型
テ
レ

Ｑ
ビ
設
置
及
び
患
者
の
無
料
送

Ｑ
迎
は

Ａ
小
型
テ
レ
ビ
設
置
は
差
し
控

Ａ
  え
た
い

Ａ
  無
料
送
迎
は
、
今
後
の
検
討

Ａ
  課
題
と
す
る

答
市
長

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設

山田　政文
スマイル

答
保
健
介
護
課
長

置
状
況
は
、
県
の
計
画
で
設
置

さ
れ
た
施
設
は
２
施
設
で
１
０

４
床
、
市
の
計
画
に
よ
り
設
置

さ
れ
た
地
域
密
着
型
施
設
は
２

施
設
で
58
床
、
合
計
４
施
設
１

６
２
床
で
す
。

ま
た
、
平
成
26
年
４
月
現
在
、

待
機
者
数
は
３
０
０
人
ほ
ど
で

す
。平

成
27
年
度
以
降
は
、
介
護

保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
原
則

要
介
護
３
以
上
で
な
い
と
入
所

が
で
き
な
い
た
め
、
平
成
27
年

度
に
お
い
て
は
２
０
０
人
前
後

が
待
機
者
に
な
る
と
推
定
さ
れ

ま
す
。

次
に
、
今
後
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
の
設
置
見
込
み
は
、

現
在
、
介
護
保
険
事
業
計
画
策

定
委
員
会
を
設
置
し
、
今
後
の

高
齢
者
数
や
要
介
護
認
定
者
数

の
推
移
及
び
山
梨
県
に
お
け
る

施
設
設
置
計
画
等
を
見
据
え
な

が
ら
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
来
年
２
月
ご
ろ
に
は
ご

報
告
が
で
き
る
も
の
と
思
い
ま

す
。問

中
央
病
院
新
病
棟
に
つ

い
て

問

中
央
病
院
入
院
患
者
の

食
材
確
保
に
つ
い
て

問

敷
地
の
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

答
病
院
事
務
長


